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インターネット開示事項

（事業報告）
　１．当行の新株予約権等に関する事項…… １
２．財務および事業の方針の決定を支配す
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　株主資本等変動計算書……………………… 10
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　連結株主資本等変動計算書………………… 23
　連結注記表…………………………………… 25

( 2018年４月１日から)2019年３月31日まで

　

上記の事項につきましては、法令および定款第16条の規定に基づき、インターネット上の当
行ウェブサイト（https://www.shizuokabank.co.jp/）に掲載することにより、株主の皆さ
まに提供しております。
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１．当行の新株予約権等に関する事項
（１）事業年度の末日において当行の会社役員が有している当行の新株予約権等
　

新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を
有する者の人数

取締役

①名 称 第１回新株予約権

１名

②新 株 予 約 権 の 割 当 日 2007年７月27日
③新 株 予 約 権 の 数 130個
④目的となる株式の種類及び数 普通株式 13,000株
⑤新 株 予 約 権 の 行 使 期 間 2007 年 ７ 月 28 日 か ら 2032 年 ７ 月 27 日 ま で
⑥権利行使価額（１株当たり） １円
⑦権 利 行 使 に つ い て の 条 件 新株予約権者は、新株予約権の行使時において、当行

の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経過す
る日までに限り、新株予約権を行使できるものとする。

①名 称 第２回新株予約権

１名

②新 株 予 約 権 の 割 当 日 2008年７月18日
③新 株 予 約 権 の 数 130個
④目的となる株式の種類及び数 普通株式 13,000株
⑤新 株 予 約 権 の 行 使 期 間 2008 年 ７ 月 19 日 か ら 2033 年 ７ 月 18 日 ま で
⑥権利行使価額（１株当たり） １円
⑦権 利 行 使 に つ い て の 条 件 新株予約権者は、新株予約権の行使時において、当行

の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経過す
る日までに限り、新株予約権を行使できるものとする。

①名 称 第３回新株予約権

１名

②新 株 予 約 権 の 割 当 日 2009年７月24日
③新 株 予 約 権 の 数 200個
④目的となる株式の種類及び数 普通株式 20,000株
⑤新 株 予 約 権 の 行 使 期 間 2009 年 ７ 月 25 日 か ら 2034 年 ７ 月 24 日 ま で
⑥権利行使価額（１株当たり） １円
⑦権 利 行 使 に つ い て の 条 件 新株予約権者は、新株予約権の行使時において、当行

の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経過す
る日までに限り、新株予約権を行使できるものとする。

①名 称 第４回新株予約権

１名

②新 株 予 約 権 の 割 当 日 2010年７月23日
③新 株 予 約 権 の 数 270個
④目的となる株式の種類及び数 普通株式 27,000株
⑤新 株 予 約 権 の 行 使 期 間 2010 年 ７ 月 24 日 か ら 2035 年 ７ 月 23 日 ま で
⑥権利行使価額（１株当たり） １円
⑦権 利 行 使 に つ い て の 条 件 新株予約権者は、新株予約権の行使時において、当行

の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経過す
る日までに限り、新株予約権を行使できるものとする。

①名 称 第５回新株予約権

１名

②新 株 予 約 権 の 割 当 日 2011年７月22日
③新 株 予 約 権 の 数 270個
④目的となる株式の種類及び数 普通株式 27,000株
⑤新 株 予 約 権 の 行 使 期 間 2011 年 ７ 月 23 日 か ら 2036 年 ７ 月 22 日 ま で
⑥権利行使価額（１株当たり） １円
⑦権 利 行 使 に つ い て の 条 件 新株予約権者は、新株予約権の行使時において、当行

の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経過す
る日までに限り、新株予約権を行使できるものとする。
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新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を
有する者の人数

取締役

①名 称 第６回新株予約権

１名

②新 株 予 約 権 の 割 当 日 2012年７月24日
③新 株 予 約 権 の 数 300個
④目的となる株式の種類及び数 普通株式 30,000株
⑤新 株 予 約 権 の 行 使 期 間 2012 年 ７ 月 25 日 か ら 2037 年 ７ 月 24 日 ま で
⑥権利行使価額（１株当たり） １円
⑦権 利 行 使 に つ い て の 条 件 新株予約権者は、新株予約権の行使時において、当行

の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経過す
る日までに限り、新株予約権を行使できるものとする。

①名 称 第７回新株予約権

２名

②新 株 予 約 権 の 割 当 日 2013年７月23日
③新 株 予 約 権 の 数 220個
④目的となる株式の種類及び数 普通株式 22,000株
⑤新 株 予 約 権 の 行 使 期 間 2013 年 ７ 月 24 日 か ら 2038 年 ７ 月 23 日 ま で
⑥権利行使価額（１株当たり） １円
⑦権 利 行 使 に つ い て の 条 件 新株予約権者は、新株予約権の行使時において、当行

の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経過す
る日までに限り、新株予約権を行使できるものとする。

①名 称 第８回新株予約権

４名

②新 株 予 約 権 の 割 当 日 2014年７月22日
③新 株 予 約 権 の 数 480個
④目的となる株式の種類及び数 普通株式 48,000株
⑤新 株 予 約 権 の 行 使 期 間 2014 年 ７ 月 23 日 か ら 2039 年 ７ 月 22 日 ま で
⑥権利行使価額（１株当たり） １円
⑦権 利 行 使 に つ い て の 条 件 新株予約権者は、新株予約権の行使時において、当行

の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経過す
る日までに限り、新株予約権を行使できるものとする。

①名 称 第９回新株予約権

５名

②新 株 予 約 権 の 割 当 日 2015年７月21日
③新 株 予 約 権 の 数 260個
④目的となる株式の種類及び数 普通株式 26,000株
⑤新 株 予 約 権 の 行 使 期 間 2015 年 ７ 月 22 日 か ら 2040 年 ７ 月 21 日 ま で
⑥権利行使価額（１株当たり） １円
⑦権 利 行 使 に つ い て の 条 件 新株予約権者は、新株予約権の行使時において、当行

の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経過す
る日までに限り、新株予約権を行使できるものとする。

①名 称 第10回新株予約権

５名

②新 株 予 約 権 の 割 当 日 2016年７月19日
③新 株 予 約 権 の 数 360個
④目的となる株式の種類及び数 普通株式 36,000株
⑤新 株 予 約 権 の 行 使 期 間 2016 年 ７ 月 20 日 か ら 2041 年 ７ 月 19 日 ま で
⑥権利行使価額（１株当たり） １円
⑦権 利 行 使 に つ い て の 条 件 新株予約権者は、新株予約権の行使時において、当行

の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経過す
る日までに限り、新株予約権を行使できるものとする。
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新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を
有する者の人数

取締役

①名 称 第11回新株予約権

７名

②新 株 予 約 権 の 割 当 日 2017年７月18日
③新 株 予 約 権 の 数 500個
④目的となる株式の種類及び数 普通株式 50,000株
⑤新 株 予 約 権 の 行 使 期 間 2017 年 ７ 月 19 日 か ら 2042 年 ７ 月 18 日 ま で
⑥権利行使価額（１株当たり） １円
⑦権 利 行 使 に つ い て の 条 件 新株予約権者は、新株予約権の行使時において、当

行の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経
過する日までに限り、新株予約権を行使できるもの
とする。

①名 称 第12回新株予約権

７名

②新 株 予 約 権 の 割 当 日 2018年７月17日
③新 株 予 約 権 の 数 500個
④目的となる株式の種類及び数 普通株式 50,000株
⑤新 株 予 約 権 の 行 使 期 間 2018 年 ７ 月 18 日 か ら 2043 年 ７ 月 17 日 ま で
⑥権利行使価額（１株当たり） １円
⑦権 利 行 使 に つ い て の 条 件 新株予約権者は、新株予約権の行使時において、当

行の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経
過する日までに限り、新株予約権を行使できるもの
とする。

　
（２）事業年度中に使用人等に交付した当行の新株予約権等

該当事項はありません。
　
（３）その他新株予約権等に関する重要な事項

2023年満期ユーロ米ドル建取得条項付転換社債型新株予約権付社債(2018年１月25日発
行）に付された新株予約権の概要は次のとおりであります。

発行決議の日 2018年１月９日
新株予約権の数 3,000個
目的となる株式の種類及び数 普通株式 21,372,088株
１株当たりの転換価額 14.037米ドル
行使期間 2018年２月８日から2023年1月11日まで
新株予約権付社債の残高 300,000千米ドル
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２．財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針
当行では、会社法施行規則第118条に定める基本方針は策定しておりませんが、会社の財務

および事業の方針の決定を支配することを目的とした当行株式等の大規模買付行為の対象と
ならないよう、平時から以下を基本とした経営を行っております。

（１) 株主価値の向上
収益の増強や、配当政策などの適切な資本政策を通じ、株主価値の向上を図ります。

（２) コーポレートガバナンスの強化
取締役会をはじめとする経営の機関設計およびその運営状況に意を用い、適切な企業統治が

行われる体制を維持・強化します。

（３) 各ステークホルダーとの良好な関係維持
ＩＲ活動等を通じて市場での認知度や評価の向上を図るとともに、株主の皆さま、お客さ

ま、従業員等の各ステークホルダーとの適切なコミュニケーションと良好な関係維持に努め
ます。

３．業務の適正を確保する体制
当行は、取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他

当行の業務ならびに当行および当行の子会社から成る企業集団（以下「当行グループ」とい
う。）の業務の適正を確保するための体制（以下「内部統制システム」という。）の整備につ
いて、取締役会において本基本方針を決議し、内部統制システムの整備に取り組んでおりま
す。

（１) 内部統制システムの整備に係る基本的な考え方
イ 当行グループでは、従来より企業倫理の遵守を経営の最重要課題として認識し、コーポ

レート・ガバナンス体制を確立してきましたが、企業の社会的責任を果たすべく、以下の
施策に対して不断の取組みを行い、コーポレート・ガバナンス体制やコンプライアンス

（倫理法令遵守）態勢の維持・強化を図ることを通じて、内部統制システムの整備に取り
組むとともに、同システムの適切な運用に努めます。

（２) 取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
（企業理念、倫理憲章）
イ 企業理念を当行グループにおける全ての活動の指針と位置付け、また、コンプライアン

スの基本方針として倫理憲章を定め、当行グループの全役職員がこれを遵守します。
（取締役会および取締役）
ロ 取締役会は、取締役会規程に基づき運営を行い、業務執行を決するとともに、取締役の

職務の執行を監督します。取締役は、法令および定款ならびに株主総会の決議を遵守し、
取締役としての職務を忠実に遂行します。

ハ 当行では、経営の監督と執行の分離を目的に任意で設置する業務監督委員会が執行部門
の監督を行い、コーポレート・ガバナンスの維持・強化を図ります。

ニ 社外取締役の招聘による社外の視点の経営意思決定への反映、監督機能の強化に努めま
す。

定時株主総会招集通知別冊Web開示分 （宝印刷）  2019年05月21日 19時44分 $FOLDER; 5ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



― 5 ―

ホ 当行では、業務監督委員会が管轄する内部監査部門を設置し、この内部監査部門の検証
により、当行グループにおける内部統制の適切性および有効性を確保します。
（当行の監査役会および監査役）
ヘ 当行は監査役設置会社であり、監査役は監査役会規程および監査役監査基準に基づき、

取締役の職務につき監査します。
（コンプライアンスに対する方針、コンプライアンスに関する運営体制）
ト 当行グループは、コンプライアンスを経営の最重要課題の一つに位置付け、すべてのリ

スク管理の前提とし、コンプライアンス態勢の整備、強化を図ります。また、反社会的勢
力等との関係遮断は、コンプライアンスに関する重要事項として取り組みます。

チ 当行の取締役会は、毎年度、コンプライアンスプログラムを決定します。また、コンプ
ライアンス会議において、コンプライアンスに関する具体的諸施策の統括や重要事項の審
議を行い、その内容を取締役会に報告します。

リ 当行は、当行グループにおけるコンプライアンスおよびリスク管理に関する組織、役
割、手続等をリスク管理基本規程として定め、同規程に基づいて設置した当行のコンプラ
イアンス統括部署（以下「コンプライアンス統括部署」という。）が当行グループにおけ
るコンプライアンス態勢の維持・強化を統括します。

ヌ 当行グループの全役職員が、当行グループ内で発生した違法行為等について所定の方法
によりコンプライアンス統括部署、弁護士事務所等へ通報できる内部通報制度を設置し、
適切に運用します。

（３) 当行における取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
イ 取締役の職務の執行に係る情報資産の管理は、法令等の定めによるほか、行内規程類に

より適正に行います。

（４) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
（リスク管理に対する方針）
イ 当行グループはリスク管理体制の強化を経営の最重要課題の一つに位置付け、健全性を

維持しつつ収益の安定的向上を図ります。
（リスク管理に関する運営体制）
ロ 取締役会は、各期の業務計画でリスク管理方針を決定します。また、統合リスク・予算

管理会議において、リスクへの対応を決定し、その内容を取締役会に報告します。
ハ リスク管理基本規程に基づいて設置した当行のリスク管理統括部署（以下「リスク管理

統括部署」という。）が当行グループにおけるリスク管理体制の維持・強化を統括します。
ニ 各種リスク発生時の対応や事前対策等を非常事態対策要綱に定めて損害を最小限に止

め、事業の継続を図る体制を維持・強化します。

（５) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
イ 取締役会を定例開催するほか、必要に応じて適宜開催するとともに、当行は取締役会の

権限委譲による決定機関として経営執行会議等を設置し、重要な業務執行に関わる事項を
審議します。

ロ 当行グループは、執行役員制度を設け、取締役会の決定に基づく業務執行について各規
程に決裁権限と責任の所在を定め、適切かつ有効な内部管理体制の構築と効率的な業務執
行を実現します。
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(６) 当行の子会社の取締役の職務の執行に係る事項の当行への報告に関する体制その他の当行
グループにおける業務の適正を確保するための体制
イ グループ会社の業務運営はグループ会社運営規程等に基づいて行い、当行の常勤監査役

がグループ会社の非常勤監査役に就任するとともに、当行の所管部長等が非常勤取締役に
就任することにより、当行グループの業務の適正を確保します。

ロ 当行では、グループ会社から四半期毎に業務実績の報告を受け、取締役会に報告するほ
か、当行とグループ会社の代表者で構成し定例開催するグループ代表者経営連絡会におい
て、グループ会社から業務執行状況等の報告を受け、当行グループの経営課題の問題解決
を図ります。

ハ グループ会社統括部署がグループ会社の業務運営等に関する企画・調整を行います。ま
た、当行におけるグループ会社各社の所管部署および横断的統括管理を必要とするグルー
プ会社業務の担当部署をグループ会社運営規程等に定め、グループ会社から必要な報告を
求めること等により、当該業務の適正かつ効率的な運営を確保します。

ニ 当行グループは、銀行法の定めるアームズ・レングス・ルールを遵守し、当行とグルー
プ会社との利益相反行為を通じて銀行経営の健全性が損なわれること等を防止します。ま
た、グループ会社は、当行の取締役会が定めるリスク管理基本規程を踏まえ、各社の規模
や業態等に応じて取締役会で自社のリスク管理基本規程等やコンプライアンスプログラム
を定め、適切なコンプライアンス態勢およびリスク管理体制を構築します。

ホ グループ会社各社に規模や業態等に応じてコンプライアンス、リスク管理および内部監
査等の担当者を必要に応じ配置します。

ヘ 当行の内部監査部門は、内部監査規程に基づきグループ会社に対して業務運営状況に関
する監査等を実施します。内部監査で指摘した重要な事項については遅滞なく当行の代表
取締役および取締役会ならびに監査役に報告するとともに、内部監査で指摘した事項につ
いて、被監査部門における改善状況等を適切に把握する体制を整備します。また、当行の
監査役およびグループ会社の監査役の監査職務の遂行により、内部統制システムの適切な
整備が図られるよう、当行グループ全体の監査環境の整備に努めます。

ト 当行は、財務報告に係る内部統制規程に基づき財務報告に係る内部統制の方針および計
画を定め、その適切な運用により当行グループにおける財務報告の信頼性を確保します。

(７) 当行の監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人
に関する事項、当該使用人の当行の取締役からの独立性に関する事項および当行の監査役の
当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
イ 監査役を補助するための機関として監査役室を設置し、業務を行うために必要な担当者

を配置します。また、業務分掌規程で監査役室を業務執行から独立した組織として定め、
当該担当者が専ら監査役からの指示命令に従う体制とすることにより、取締役会、業務執
行部門、内部監査部門からの独立性を確保します。

(８) 当行の取締役および使用人が当行の監査役に報告をするための体制、当行の子会社の取締
役、監査役および使用人またはこれらの者から報告を受けた者が当行の監査役に報告をする
ための体制その他の当行の監査役への報告に関する体制、ならびに当該報告をした者が報告
をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制
イ 当行の取締役および使用人は、監査役から業務執行に関する報告を求められた場合は速

やかに報告するほか、必要に応じて監査役に報告を行い、銀行経営に重要な影響を及ぼす
情報については遅滞なく報告します。
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ロ グループ会社の取締役および使用人は、当行の監査役から業務執行に関する報告を求め
られた場合は速やかに報告するほか、当行のグループ会社統括部署・所管部署等を通じ、
当行の監査役に対して、必要に応じて報告を行い、自社の経営に重要な影響を及ぼす情報
については遅滞なく報告します。

ハ 当行の監査役は、取締役その他の者から報告を受けた場合は、これを監査役会に報告し
ます。

(９) 当行の監査役の職務の執行について生ずる費用の前払または償還の手続その他の当該職務
の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項
イ 監査役から会社法第388条に基づく費用の前払等の請求を受けたときは、当該請求に係

る費用または債務が職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用
または債務を処理します。

ロ 監査役の職務の執行について生ずる費用等を支弁するため、半期毎の予算編成におい
て、監査役室からの申請に応じて監査役の職務の執行に必要な予算を確保します。

(10) その他当行の監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
イ 監査役会が定めた監査役監査基準に基づき、監査役監査が適正かつ円滑、効果的に行わ

れるような監査環境を整備します。
ロ 監査体制の中立性および独立性を確保するため、社外監査役の意見を尊重し、監査機能

の一層の強化に努めます。
ハ 監査役および監査役会は、会計監査人、内部監査部門、コンプライアンス統括部署およ

びリスク管理統括部署等と定例的な情報交換の場を設けることにより、監査役監査の実効
性を確保します。

＜内部統制システムの運用状況の概要＞
当行では、上記基本方針に基づく内部統制システムの整備について、各業務所管部署におい

て定例的に点検を行い、その結果を取締役会に報告することにより、内部統制システムの整
備とその適切な運用に努めております。

当事業年度（第113期）における基本方針に基づく運用状況の概要は、次のとおりです。

（１) コンプライアンス態勢
（取締役会および取締役）
イ 取締役会は、取締役会規程に基づき適切に運営し、定例取締役会（10回）および臨時

取締役会（１回）を開催しました。
ロ また、社外取締役２名も委員に含まれている業務監督委員会（４回）およびアドバイザ

リーボード（５回）も開催しました。加えて、コーポレートガバナンス・コードの趣旨・
精神を尊重し、株式会社東京証券取引所に独立役員として届け出ている社外取締役および
社外監査役のみによる自由な意見交換の場として独立役員意見交換会（３回）を開催しま
した。
（コンプライアンスに対する方針、コンプライアンスに関する運営体制）
ハ 取締役会は、年度毎にコンプライアンスプログラムを決定するとともに、その進捗状況

および達成状況の報告を四半期毎に受けました。
ニ コンプライアンス会議は、コンプライアンス違反の発生状況および反社会的勢力等との

取引の遮断などについて審議を行い、月次で取締役会に報告しました。
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ホ コンプライアンス統括部署であるコンプライアンス部は、コンプライアンス関連情報の
一元管理を通じたモニタリングにより、違反の未然防止と体制の維持・強化に取り組んで
おります。同部にはコンプライアンスオフィサーと金融商品取引管理担当を配置し、営業
店立入調査などを通じて、営業店に対する指導・モニタリングを実施しております。

ヘ 倫理憲章の実践にあたってコンプライアンスをより身近なものとして意識して日々の業
務に取り組むため、「コンプライアンス・ポリシー」を制定しており、当行グループの役
職員が随時目を通せるように携帯型のコンプライアンス・ポリシーカードを配付しており
ます。

ト コンプライアンス部は、当行グループの内部通報制度であるオピニオンボックスの利
用・対応状況を、半期毎にとりまとめてコンプライアンス会議に報告しております。

（２) リスク管理体制
イ 取締役会は、半期毎のグループ業務計画にてリスク管理方針を決定するとともに、リス

クの発生状況およびリスク管理の状況の報告を四半期毎に受けました。
ロ 統合リスク・予算管理会議は、発生したリスクの対応方針を決定のうえ、月次で取締役

会に報告しました。
ハ リスク管理統括部署であるリスク統括部は、各種リスクの管理上の問題点を総合的に判

断し、必要に応じてリスク管理体制の改善・高度化を図っております。
ニ 非常事態対策要綱に定めた各種リスク発生時の対応や事前対策等については、外部環境

変化（東日本大震災、火山噴火、テロ、サイバー攻撃等）に応じて継続的に見直しを行っ
ており、各種訓練の実施により、事業継続体制の実効性確保に努めております。

（３) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
イ 取締役会の権限委譲による決定機関として設置する経営執行会議（22回）、統合リス

ク・予算管理会議（12回）、コンプライアンス会議（12回）等を開催しました。各会議の
審議内容については、業務執行報告として取締役会に報告しました。

（４) 当行グループにおける業務の適正を確保するための体制
イ 当行とグループ会社の代表者で構成するグループ代表者経営連絡会を定例開催（８回）

し、当行グループの経営課題の解決を図っております。
ロ グループ会社統括部署である経営企画部は、グループ会社から四半期毎に業務実績の報

告を受け、定例的に取締役会に報告しております。
ハ グループ会社は、グループ会社運営規程等に基づいて銀行関連部に必要な協議・報告を

行っております。
ニ コンプライアンス部は、アームズ・レングス・ルールの遵守状況について、半期毎にと

りまとめてコンプライアンス会議に報告しております。

（５) 内部監査体制
イ 内部監査部門である監査部は、中期内部監査計画および各年度の内部監査計画を策定

し、取締役会の承認を得たうえで、本部、グループ会社、営業店等に対して内部監査を実
施しております。

ロ 監査結果は、監査報告書として取締役および監査役に報告するとともに、内部監査結果
関連報告として四半期毎に取締役会に報告しております。
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ハ 内部監査結果のレビューと内部監査にて判明した問題点の改善指導を提言し、関連部の
改善策、改善状況、改善時期についてフォローアップすることを目的として、内部監査結
果対応委員会を月次で開催しております。

ニ 監査部は、内部監査規程およびグループ会社運営規程に基づき、グループ会社に対して
内部監査を実施しており、３社に対して内部監査を実施しました。

（６) 監査役の監査が実効的に行われることの確保等
イ 監査役室には複数の専任スタッフを配置し、適正な人員を確保しております。
ロ 当行では、常勤監査役は経営執行会議をはじめとする各種重要会議に出席することで、

各業務所管部署から各種報告を受けております。
ハ 内部監査部門、コンプライアンス統括部署およびリスク管理統括部署は定例的に監査役

との意見交換の場を設けて、内部監査、コンプライアンス、リスク管理の状況を報告して
おります。

ニ 当行の常勤監査役がグループ会社の非常勤監査役に就任しており、グループ会社各社の
取締役会等に出席することで業務執行に関する事項等について報告を受けております。

ホ グループ会社統括部署である経営企画部は、グループ会社の取締役会議事録の点検を通
じて、当行の常勤監査役への報告状況を確認しております。

４．特定完全子会社に関する事項
該当事項はありません。

　
５．親会社等との間の取引に関する事項

該当事項はありません。
　
６．会計参与に関する事項

該当事項はありません。
　
７．その他

該当事項はありません。
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第113期 (2018年 ４ 月 １ 日から) 株主資本等変動計算書2019年 ３ 月31日まで
(単位：百万円)

　

株 主 資 本

資 本 金
資 本 剰 余 金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金
当期首残高 90,845 54,884 54,884 90,845
当期変動額
　剰余金の配当
　固定資産圧縮積立金の積立
　固定資産圧縮積立金の取崩
　特別償却準備金の取崩
　特別積立金の積立
　当期純利益
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　自己株式の消却
　株主資本以外の項目
　の当期変動額(純額)
当期変動額合計 ― ― ― ―
当期末残高 90,845 54,884 54,884 90,845

　

株 主 資 本
利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本
合計

その他利益剰余金 利益剰余金
合計固定資産

圧縮積立金
特別償却
準備金 特別積立金 繰越利益

剰余金
当期首残高 3,362 26 508,700 47,375 650,311 △52,183 743,857
当期変動額
　剰余金の配当 △13,065 △13,065 △13,065
　固定資産圧縮積立金の積立 35 △35 ― ―
　固定資産圧縮積立金の取崩 △91 91 ― ―
　特別償却準備金の取崩 △6 6 ― ―
　特別積立金の積立 5,000 △5,000 ― ―
　当期純利益 42,639 42,639 42,639
　自己株式の取得 △10,070 △10,070
　自己株式の処分 △9 △9 81 72
　自己株式の消却 △30,530 △30,530 30,530 ―
　株主資本以外の項目
　の当期変動額(純額)
当期変動額合計 △55 △6 5,000 △5,902 △964 20,541 19,576
当期末残高 3,307 20 513,700 41,473 649,346 △31,642 763,433
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評価・換算差額等
新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金 繰延ヘッジ損益 評価・換算
差額等合計

当期首残高 193,179 671 193,850 350 938,058
当期変動額
　剰余金の配当 △13,065
　固定資産圧縮積立金の積立 ―
　固定資産圧縮積立金の取崩 ―
　特別償却準備金の取崩 ―
　特別積立金の積立 ―
　当期純利益 42,639
　自己株式の取得 △10,070
　自己株式の処分 72
　自己株式の消却 ―
　株主資本以外の項目
　の当期変動額(純額) △702 △47 △750 △27 △777

当期変動額合計 △702 △47 △750 △27 18,799
当期末残高 192,476 623 193,100 323 956,857
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個 別 注 記 表
記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

重要な会計方針
１．特定取引資産・負債の評価基準及び収益・費用の計上基準

　金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標に係る短期的な変動、市場間の格差等を利用
して利益を得る等の目的（以下「特定取引目的」という。）の取引については、取引の約定時点を基準とし、
貸借対照表上「特定取引資産」及び「特定取引負債」に計上するとともに、当該取引からの損益を損益計算
書上「特定取引収益」及び「特定取引費用」に計上しております。
　特定取引資産及び特定取引負債の評価は、有価証券及び金銭債権等については決算日の時価により、スワ
ップ・先物・オプション取引等の派生商品については決算日において決済したものとみなした額により行っ
ております。
　また、特定取引収益及び特定取引費用の損益計上は、当事業年度中の受払利息等に、有価証券及び金銭債
権等については前事業年度末と当事業年度末における評価損益の増減額を、派生商品については前事業年度
末と当事業年度末におけるみなし決済からの損益相当額の増減額を加えております。

２．有価証券の評価基準及び評価方法
　有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、子会社・子
法人等株式及び関連法人等株式については移動平均法による原価法、その他有価証券については原則として
決算日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）、ただし時価を把握する
ことが極めて困難と認められるものについては移動平均法による原価法により行っております。
　なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。

３．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法
　デリバティブ取引（特定取引目的の取引を除く）の評価は、時価法により行っております。

４．固定資産の減価償却の方法
（１）有形固定資産（リース資産を除く）

　有形固定資産は、主として定率法（ただし、2016年４月１日以後に取得した構築物については定額法）
を採用しております。また、主な耐用年数は次のとおりであります。

建 物 ３年～50年
その他 ２年～20年

（２）無形固定資産（リース資産を除く）
　無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、行内に
おける利用可能期間（５年）に基づいて償却しております。

（３）リース資産
　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」中のリース資産は、リース期間を耐用
年数とした定額法により償却しております。なお、残存価額については、リース契約上に残価保証の取決
めがあるものは当該残価保証額とし、それ以外のものは零としております。

５．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
　外貨建資産・負債及び海外支店勘定は、取得時の為替相場による円換算額を付す子会社株式を除き、主と
して決算日の為替相場による円換算額を付しております。
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６．引当金の計上基準
（１）貸倒引当金

　貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。
　破産、特別清算等、法的又は形式的に経営破綻の事実が発生している債務者（破綻先）に係る債権及び
それと同等の状況にある債務者（実質破綻先）に係る債権については、債権額から、担保の処分可能見込
額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額を計上しております。また、現在は経営破綻の状況
にないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者（破綻懸念先）に係る債権について
は、債権額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち必要と
認める額を計上しております。
　破綻懸念先及び貸出条件緩和債権等を有する債務者で与信額が一定額以上の大口債務者のうち、債権の
元本の回収及び利息の受取りに係るキャッシュ・フローを合理的に見積もることができる債権について
は、当該キャッシュ・フローを貸出条件緩和実施前の約定利子率で割引いた金額と債権の帳簿価額との差
額を貸倒引当金とする方法（キャッシュ・フロー見積法）により計上しております。
　上記以外の債権（正常先債権・要注意先債権）については、過去の一定期間における貸倒実績から算出
した貸倒実績率等に基づき計上しております。
　すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立
した資産監査部署が査定結果を監査しております。

（２）投資損失引当金
　投資損失引当金は、投資等について将来発生する可能性のある損失に備えるため、投資先の財政状態等
を勘案し、必要と認められる金額を計上しております。

（３）退職給付引当金
　退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産
の見込額に基づき、必要額を計上しております。また、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を
当事業年度末までの期間に帰属させる方法については給付算定式基準によっております。なお、数理計算
上の差異の損益処理方法は次のとおりであります。

数理計算上の差異：各事業年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（10年）によ
る定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から損益処理

（４）役員退職慰労引当金
　役員退職慰労引当金は、役員への退職慰労金の支払いに備えるため、役員に対する退職慰労金の支給見
積額のうち、当事業年度末までに発生していると認められる額を計上しております。

（５）睡眠預金払戻損失引当金
　睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者からの払戻請求に備えるため、
将来の払戻請求に応じて発生する損失を見積り、必要と認める額を計上しております。

（６）偶発損失引当金
　偶発損失引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、将来発生する可能性のある信用保証協会へ
の負担金支払見込額を計上しております。

（７）ポイント引当金
　ポイント引当金は、クレジットカード会員に付与したポイントが将来使用された場合の負担に備え、将
来使用される見込額を合理的に見積り、必要と認められる額を計上しております。
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７．ヘッジ会計の方法
（１）金利リスク・ヘッジ

　金融資産・負債から生じる金利リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における金融商品会計基
準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第24号 2002
年２月13日。以下「業種別監査委員会報告第24号」という。）に規定する繰延ヘッジによっております。
ヘッジ有効性評価の方法については、相場変動を相殺するヘッジについて、ヘッジ対象となる預金・貸出
金等とヘッジ手段である金利スワップ取引等を一定の残存期間毎にグルーピングのうえ特定し評価してお
ります。また、キャッシュ・フローを固定するヘッジについては、ヘッジ対象とヘッジ手段の金利変動要
素の相関関係の検証により有効性の評価をしております。
　なお、一部の資産・負債については、金利スワップの特例処理を行っております。

（２）為替変動リスク・ヘッジ
　外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における外貨
建取引等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第
25号 2002年７月29日）に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価の方法について
は、外貨建金銭債権債務等の為替変動リスクを減殺する目的で行う通貨スワップ取引及び為替スワップ取
引等をヘッジ手段とし、ヘッジ対象である外貨建金銭債権債務等に見合うヘッジ手段の外貨ポジション相
当額が存在することを確認することによりヘッジの有効性を評価しております。
　また、外貨建その他有価証券（債券以外）の為替変動リスクをヘッジするため、事前にヘッジ対象とな
る外貨建有価証券の銘柄を特定し、当該外貨建有価証券について外貨ベースで取得原価以上の直先負債が
存在していること等を条件に包括ヘッジとして時価ヘッジを適用しております。

８．消費税等の会計処理
　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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注記事項
（貸借対照表関係）

１．関係会社の株式及び出資金総額 93,453百万円
２．貸出金のうち、破綻先債権額は4,182百万円、延滞債権額は71,157百万円であります。

　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元
本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行
った部分を除く。以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（1965年政令第97
号）第96条第１項第３号イからホまでに掲げる事由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金で
あります。
　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図
ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。

３．貸出金のうち、３カ月以上延滞債権額は257百万円であります。
　なお、３カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３月以上遅延している
貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものであります。

４．貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は16,035百万円であります。
　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息
の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、
延滞債権及び３カ月以上延滞債権に該当しないものであります。

５．破綻先債権額、延滞債権額、３カ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は91,632百万円で
あります。
　なお、上記２．から５．に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

６．手形割引は、業種別監査委員会報告第24号に基づき金融取引として処理しております。これにより受け
入れた商業手形及び買入外国為替は、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有してお
りますが、その額面金額は28,297百万円であります。

７．担保に供している資産は次のとおりであります。
担保に供している資産
　有価証券 433,972百万円
　貸出金 3,108百万円
担保資産に対応する債務
　預金 25,777百万円
　売現先勘定 99,206百万円
　借用金 246,800百万円

　上記のほか、為替決済等の取引の担保あるいは先物取引証拠金等の代用として、有価証券21,499百万円
及び預け金221百万円を差し入れております。
　また、その他の資産には、保証金1,961百万円及び中央清算機関差入証拠金53,000百万円が含まれてお
ります。
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８．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場
合に、契約上規定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する
契約であります。これらの契約に係る融資未実行残高は、1,802,539百万円であります。このうち契約残
存期間が１年以内のものが1,698,473百万円あります。
　なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが
必ずしも当行の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くには、
金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、当行が実行申し込みを受けた融資の拒
絶又は契約極度額の減額をすることができる旨の条項が付けられております。また、契約時において必要
に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に予め定めている行内手続に基づき
顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。

９．有形固定資産の減価償却累計額 102,685百万円
10．有形固定資産の圧縮記帳額 9,553百万円
11．「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対する当行

の保証債務の額は、23,245百万円であります。
12．元本補填契約のある信託の元本金額は、金銭信託243百万円であります。
13．関係会社に対する金銭債権総額 74,471百万円
14．関係会社に対する金銭債務総額 114,030百万円
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（損益計算書関係）
１．関係会社との取引による収益

資金運用取引に係る収益総額 2,181百万円
役務取引等に係る収益総額 1,040百万円
特定取引に係る収益総額 407百万円
その他業務・その他経常取引に係る収益総額 142百万円

関係会社との取引による費用
資金調達取引に係る費用総額 973百万円
役務取引等に係る費用総額 978百万円
その他業務・その他経常取引に係る費用総額 6,273百万円

関係会社とのその他の取引
資産の購入額等 73,055百万円

２．関連当事者との取引に関する事項
（１）子会社・子法人等及び関連法人等 (単位：百万円)

種類 会社等の
名称

議決権等の所有
(被所有)割合

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

子会社 静銀信用保証
株式会社

所有
直接100.00％

当行ローン等の
保証
役員の兼任

当行ローン等の保証 1,945,458 ― ―

保証の履行による
当行ローン等の回収 1,133 ― ―

取引条件及び取引条件の決定方針等
静銀信用保証株式会社より当行の各種ローン等に対して保証を受けております。保証料は、同社に対して各種ローン債務者

が直接支払っているほか、当行が貸出金利息に含めて受領後に2,679百万円を支払っております。
保証条件は、商品ごとに保証対象の各種ローン等の信用リスク等を勘案し決定しております。

（２）役員及び個人主要株主等 (単位：百万円)

種類 会社等の名称
ま た は 氏 名

議決権等の所有
(被所有)割合

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

役員の
近親者 飯尾 万喜三 ― ― 資金の貸付 （平均残高）

78 貸出金 64

役員の
近親者 後藤 快 被所有

直接0.00％ ― 資金の貸付 （平均残高）
114 貸出金 113

役員及び
その近親者が

議決権の
過半数を所有
している会社

パークビュー
アセット
株式会社

― ― 資金の貸付 （平均残高）
456 貸出金 448

取引条件及び取引条件の決定方針等
１．貸出金取引については、一般の取引と同様な条件で行っております。
２．後藤快氏については、関連する役員が2018年6月15日に退任しておりますので、期末残高に代えて退任月の月末残高を

記載しております。
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（株主資本等変動計算書関係）
　自己株式の種類及び株式数に関する事項

(単位：千株)
当事業年度期首

株式数
当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度末
株式数 摘要

自己株式
普通株式 51,304 10,001 30,080 31,225 (注)1、2
合計 51,304 10,001 30,080 31,225

　

(注)１．自己株式の株式数の増加10,001千株は、市場買付10,000千株及び単元未満株式の買取請求1千株による増加でありま
す。

　 ２．自己株式の株式数の減少30,080千株は、消却30,000千株及びストック・オプションの権利行使80千株等による減少で
あります。

（有価証券関係）
　貸借対照表の「国債」「地方債」「社債」「株式」「その他の証券」のほか、「商品有価証券」及び「その他の
特定取引資産」が含まれております。

１．売買目的有価証券（2019年３月31日現在）
当事業年度の損益に含まれた評価差額（百万円）

売買目的有価証券 37

２．満期保有目的の債券（2019年３月31日現在）

種類 貸借対照表計上額
（百万円）

時価
（百万円）

差額
（百万円）

時価が貸借対照表計上額
を超えるもの

社債 16,260 16,263 3
小計 16,260 16,263 3

時価が貸借対照表計上額
を超えないもの

社債 16,223 16,223 ―
小計 16,223 16,223 ―

合計 32,484 32,487 3

３．子会社・子法人等株式及び関連法人等株式（2019年３月31日現在）
貸借対照表計上額

（百万円）
時価

（百万円）
差額

（百万円）
子会社・子法人等株式 ― ― ―
関連法人等株式 16,882 27,398 10,515

合計 16,882 27,398 10,515
（注）時価を把握することが極めて困難と認められる子会社・子法人等株式及び関連法人等株式

貸借対照表計上額（百万円）
子会社・子法人等株式 76,204
関連法人等株式 366

合計 76,571
これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表の「子会社・子法人等

株式及び関連法人等株式」には含めておりません。
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４．その他有価証券（2019年３月31日現在）

種類 貸借対照表計上額
（百万円）

取得原価
（百万円）

差額
（百万円）

貸借対照表計上額が取得
原価を超えるもの

株式 362,876 100,883 261,992
債券 418,780 412,774 6,006
　国債 50,094 50,063 30
　地方債 72,279 71,659 620
　社債 296,407 291,051 5,355
その他 309,493 299,612 9,880
　うち外国債券 243,785 241,086 2,699

小計 1,091,150 813,270 277,879

貸借対照表計上額が取得
原価を超えないもの

株式 1,191 1,381 △189
債券 45,735 45,820 △85
　国債 ― ― ―
　地方債 17,381 17,384 △3
　社債 28,354 28,436 △81
その他 134,958 141,082 △6,124
　うち外国債券 41,776 41,899 △123

小計 181,885 188,284 △6,398
合計 1,273,035 1,001,555 271,480

（注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券
貸借対照表計上額（百万円）

株式 4,938
その他 10,112

合計 15,051
これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」

には含めておりません。

５．当事業年度中に売却した満期保有目的の債券（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）
該当ありません。
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６．当事業年度中に売却したその他有価証券（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

売却額（百万円） 売却益の合計額
（百万円）

売却損の合計額
（百万円）

株式 10,059 7,600 30
債券 385,616 1,236 29
　国債 366,982 1,236 4
　地方債 13,806 ― 18
　社債 4,827 0 6
その他 931,733 11,414 11,099
　うち外国債券 555,220 2,952 5,210

合計 1,327,409 20,251 11,159
　

７．減損処理を行った有価証券
　売買目的有価証券以外の有価証券（時価を把握することが極めて困難なものを除く）のうち、当該有価
証券の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込みがあると認めら
れないものについては、当該時価をもって貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を当事業年度の損
失として処理（以下、「減損処理」という。）しております。
　当事業年度における減損処理額は、株式116百万円であります。
　また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、決算日において時価が取得原価に対して30
％以上下落している銘柄をすべて著しく下落したと判断しております。

（金銭の信託関係）
１．運用目的の金銭の信託（2019年３月31日現在）

該当ありません。

２．満期保有目的の金銭の信託（2019年３月31日現在）

貸借対照表
計上額

（百万円）
時価

（百万円）
差額

（百万円）

うち時価が貸借
対照表計上額を

超えるもの
（百万円）

うち時価が貸借
対照表計上額を
超えないもの
（百万円）

満期保有目的の金
銭の信託 3,900 3,929 29 29 ―

　 （注）「うち時価が貸借対照表計上額を超えるもの」「うち時価が貸借対照表計上額を超えないもの」はそれぞれ「差額」の内訳
であります。

３．その他の金銭の信託（運用目的及び満期保有目的以外）（2019年３月31日現在）
該当ありません。
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（税効果会計関係）
　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ次のとおりであります。

繰延税金資産
　貸倒引当金 10,149百万円
　退職給付引当金 5,845
　有価証券償却 6,867
　その他 8,165
繰延税金資産小計 31,027
評価性引当額 △7,692
繰延税金資産合計 23,335
繰延税金負債
　その他有価証券評価差額金 △79,003
　退職給付信託設定益 △5,201
　退職給付信託返還有価証券 △2,809
　その他 △1,753
繰延税金負債合計 △88,769
繰延税金負債の純額 △65,433百万円

　

（１株当たり情報）
１株当たりの純資産額 1,638円17銭
１株当たりの当期純利益金額 72円14銭

（ストック・オプション等関係）
連結計算書類における注記事項に記載しております。
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（ご参考）

信 託 財 産 残 高 表
（2019年３月31日現在）

(単位：百万円)
資産 金額 負債 金額

有 価 証 券 9 金 銭 信 託 931
銀 行 勘 定 貸 243
現 金 預 け 金 677

合計 931 合計 931
（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

２．共同信託他社管理財産 5百万円
３．元本補填契約のある信託については、下表のとおりです。

元 本 補 填 契 約 の あ る 信 託
（2019年３月31日現在）

金銭の信託 (単位：百万円)
資産 金額 負債 金額

銀 行 勘 定 貸 243 元 本 243
そ の 他 0

合計 243 合計 243
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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第113期 (2018年 ４ 月 １ 日から) 連結株主資本等変動計算書2019年 ３ 月31日まで
（単位：百万円）

株 主 資 本
資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 90,845 54,884 702,591 △52,183 796,137
持分法適用会社における
会計方針の変更による累積
的影響額

105 105

会計方針の変更を反映した
当期首残高 90,845 54,884 702,696 △52,183 796,242
当期変動額
　剰余金の配当 △13,065 △13,065

親会社株主に帰属する当期純利益 46,874 46,874
自己株式の取得 △10,070 △10,070
自己株式の処分 △9 81 72

　自己株式の消却 △30,530 30,530 ―
株主資本以外の項目
の当期変動額(純額)

当期変動額合計 ― ― 3,270 20,541 23,811
当期末残高 90,845 54,884 705,966 △31,642 820,053

　

その他の包括利益累計額
その他有価証券

評価差額金 繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定 退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 194,349 561 △2,697 2,715 194,928
持分法適用会社における
会計方針の変更による累積
的影響額

△105 △105

会計方針の変更を反映した
当期首残高 194,244 561 △2,697 2,715 194,823
当期変動額
　剰余金の配当

親会社株主に帰属する当期純利益
自己株式の取得
自己株式の処分

　自己株式の消却
株主資本以外の項目
の当期変動額(純額) △815 110 2,773 △1,811 257

当期変動額合計 △815 110 2,773 △1,811 257
当期末残高 193,428 671 75 904 195,080
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新 株 予 約 権 非支配株主持分 純 資 産 合 計
当期首残高 350 1,392 992,808

持分法適用会社における
会計方針の変更による累積
的影響額

―

会計方針の変更を反映した
当期首残高 350 1,392 992,808
当期変動額
　剰余金の配当 △13,065

親会社株主に帰属する当期純利益 46,874
自己株式の取得 △10,070

　自己株式の処分 72
　自己株式の消却 ―

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額) △27 △34 195

当期変動額合計 △27 △34 24,007
当期末残高 323 1,357 1,016,815
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連 結 注 記 表
記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
子会社、子法人等及び関連法人等の定義は、銀行法第２条第８項及び銀行法施行令第４条の２に基づいておりま
す。

連結計算書類の作成方針
１．連結の範囲に関する事項
（１）連結される子会社及び子法人等 12社

会社名 静銀経営コンサルティング株式会社
静銀リース株式会社
静銀コンピューターサービス株式会社
静銀信用保証株式会社
静銀ディーシーカード株式会社
静岡キャピタル株式会社
静銀ティーエム証券株式会社
静銀総合サービス株式会社
静銀モーゲージサービス株式会社
静銀ビジネスクリエイト株式会社
欧州静岡銀行（Shizuoka Bank(Europe)S.A.）
Shizuoka Liquidity Reserve Limited

（２）非連結の子会社及び子法人等 12社
主要な会社名 静岡中小企業支援5号投資事業有限責任組合　 　非連結の子会社及び子法人等は、その資産、経常収益、当期純損益（持分に見合う額）、利益剰余金

（持分に見合う額）及びその他の包括利益累計額（持分に見合う額）等からみて、連結の範囲から除いて
も企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいため、連結の
範囲から除外しております。　

２．持分法の適用に関する事項
（１）持分法適用の非連結の子会社及び子法人等

　該当ありません。　
（２）持分法適用の関連法人等 ３社

会社名 静銀セゾンカード株式会社
マネックスグループ株式会社
コモンズ投信株式会社　

（３）持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等 12社
主要な会社名 静岡中小企業支援5号投資事業有限責任組合　　

（４）持分法非適用の関連法人等 ２社
主要な会社名 しずおか事業承継・事業継続支援ファンド投資事業有限責任組合　　 　持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等、関連法人等は、当期純損益（持分に見合う額）、利益剰

余金（持分に見合う額）及びその他の包括利益累計額（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から
除いても連結計算書類に重要な影響を与えないため、持分法の対象から除いております。　　
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会計方針に関する事項
１．特定取引資産・負債の評価基準及び収益・費用の計上基準

　金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標に係る短期的な変動、市場間の格差等を利用
して利益を得る等の目的（以下「特定取引目的」という。）の取引については、取引の約定時点を基準とし、
連結貸借対照表上「特定取引資産」及び「特定取引負債」に計上するとともに、当該取引からの損益を連結
損益計算書上「特定取引収益」及び「特定取引費用」に計上しております。
　特定取引資産及び特定取引負債の評価は、有価証券及び金銭債権等については連結決算日の時価により、
スワップ・先物・オプション取引等の派生商品については連結決算日において決済したものとみなした額に
より行っております。
　また、特定取引収益及び特定取引費用の損益計上は、当連結会計年度中の受払利息等に、有価証券及び金
銭債権等については前連結会計年度末と当連結会計年度末における評価損益の増減額を、派生商品について
は前連結会計年度末と当連結会計年度末におけるみなし決済からの損益相当額の増減額を加えております。

２．有価証券の評価基準及び評価方法
　有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、その他有価
証券については原則として連結決算日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は主として移動平均法により
算定）、ただし時価を把握することが極めて困難と認められるものについては移動平均法による原価法によ
り行っております。
　なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。

３．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法
　デリバティブ取引（特定取引目的の取引を除く）の評価は、時価法により行っております。

４．固定資産の減価償却の方法
（１）有形固定資産（リース資産を除く）

　当行の有形固定資産は、主として定率法（ただし、2016年４月１日以後に取得した構築物については
定額法）を採用しております。また、主な耐用年数は次のとおりであります。

建 物 ３年～50年
その他 ２年～20年

　連結される子会社及び子法人等の有形固定資産については、主として税法基準による定率法により償却
しております。

（２）無形固定資産（リース資産を除く）
　無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、当行並
びに連結される子会社及び子法人等で定める利用可能期間（５年）に基づいて償却しております。

５．貸倒引当金の計上基準
　当行の貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。
　破産、特別清算等、法的又は形式的に経営破綻の事実が発生している債務者（破綻先）に係る債権及びそ
れと同等の状況にある債務者（実質破綻先）に係る債権については、債権額から、担保の処分可能見込額及
び保証による回収可能見込額を控除し、その残額を計上しております。また、現在は経営破綻の状況にない
が、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者（破綻懸念先）に係る債権については、債権額
から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち必要と認める額を計
上しております。
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　破綻懸念先及び貸出条件緩和債権等を有する債務者で与信額が一定額以上の大口債務者のうち、債権の元
本の回収及び利息の受取りに係るキャッシュ・フローを合理的に見積もることができる債権については、当
該キャッシュ・フローを貸出条件緩和実施前の約定利子率で割引いた金額と債権の帳簿価額との差額を貸倒
引当金とする方法（キャッシュ・フロー見積法）により計上しております。
　上記以外の債権（正常先債権・要注意先債権）については、過去の一定期間における貸倒実績から算出し
た貸倒実績率等に基づき計上しております。
　すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立し
た資産監査部署が査定結果を監査しております。
　連結される子会社及び子法人等の貸倒引当金は、一般債権については過去の貸倒実績率等を勘案して必要
と認めた額を、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額をそれ
ぞれ計上しております。

６．投資損失引当金の計上基準
　投資損失引当金は、投資等について将来発生する可能性のある損失に備えるため、投資先の財政状態等を
勘案し、必要と認められる金額を計上しております。

７．役員退職慰労引当金の計上基準
　役員退職慰労引当金は、役員への退職慰労金の支払いに備えるため、役員に対する退職慰労金の支給見積
額のうち、当連結会計年度末までに発生していると認められる額を計上しております。

８．睡眠預金払戻損失引当金の計上基準
　当行の睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者からの払戻請求に備えるた
め、将来の払戻請求に応じて発生する損失を見積り、必要と認める額を計上しております。

９．偶発損失引当金の計上基準
　当行の偶発損失引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、将来発生する可能性のある信用保証協
会への負担金支払見込額を計上しております。

10．ポイント引当金の計上基準
ポイント引当金は、クレジットカード会員に付与したポイントが将来使用された場合の負担に備え、将来

使用される見込額を合理的に見積り、必要と認められる額を計上しております。
11．特別法上の引当金の計上基準

特別法上の引当金は、金融商品取引法第46条の５第１項に定める金融商品取引責任準備金であり、有価証
券またはデリバティブ取引等の事故による損失に備えるため、国内の連結される子会社が金融商品取引業等
に関する内閣府令第175条の規定に定めるところにより算出した額を計上しております。

12．退職給付に係る会計処理の方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法について

は給付算定式基準によっております。また、数理計算上の差異の損益処理方法は次のとおりであります。
数理計算上の差異： 各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（主として10

年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から損益処
理

なお、一部の連結される子会社及び子法人等は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給
付に係る当期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

13．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
当行の外貨建資産・負債及び海外支店勘定は、主として連結決算日の為替相場による円換算額を付してお

ります。
連結される子会社及び子法人等の外貨建資産・負債については、それぞれの決算日等の為替相場により換

算しております。
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14．リース取引の収益・費用の計上基準
ファイナンス・リース取引に係る収益・費用の計上基準については、リース料受取時に売上高と売上原価

を計上する方法によっております。
15．重要なヘッジ会計の方法

(1) 金利リスク・ヘッジ
当行の金融資産・負債から生じる金利リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における金融商品会

計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第24号
2002年２月13日。以下「業種別監査委員会報告第24号」という。）に規定する繰延ヘッジによっており
ます。ヘッジ有効性評価の方法については、相場変動を相殺するヘッジについて、ヘッジ対象となる預
金・貸出金等とヘッジ手段である金利スワップ取引等を一定の残存期間毎にグルーピングのうえ特定し評
価しております。また、キャッシュ・フローを固定するヘッジについては、ヘッジ対象とヘッジ手段の金
利変動要素の相関関係の検証により有効性の評価をしております。

なお、一部の資産・負債については、金利スワップの特例処理を行っております。
連結される子会社及び子法人等のヘッジ会計の方法は、当行に準じた方法により行っております。

(2) 為替変動リスク・ヘッジ
当行の外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における

外貨建取引等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告
第25号 2002年７月29日）に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価の方法について
は、外貨建金銭債権債務等の為替変動リスクを減殺する目的で行う通貨スワップ取引及び為替スワップ取
引等をヘッジ手段とし、ヘッジ対象である外貨建金銭債権債務等に見合うヘッジ手段の外貨ポジション相
当額が存在することを確認することによりヘッジの有効性を評価しております。

また、外貨建その他有価証券（債券以外）の為替変動リスクをヘッジするため、事前にヘッジ対象とな
る外貨建有価証券の銘柄を特定し、当該外貨建有価証券について外貨ベースで取得原価以上の直先負債が存
在していること等を条件に包括ヘッジとして時価ヘッジを適用しております。

16．消費税等の会計処理
　当行並びに国内の連結される子会社及び子法人等の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっ
ております。
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注記事項
（連結貸借対照表関係）

１．貸出金のうち、破綻先債権額は4,641百万円、延滞債権額は72,698百万円であります。
　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元
本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行
った部分を除く。以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（1965年政令第97
号）第96条第１項第３号イからホまでに掲げる事由又は同項第4号に規定する事由が生じている貸出金で
あります。
　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図
ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。

２．貸出金のうち、３カ月以上延滞債権額は257百万円であります。
　なお、３カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３月以上遅延している
貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものであります。

３．貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は16,411百万円であります。
　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息
の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、
延滞債権及び３カ月以上延滞債権に該当しないものであります。

４．破綻先債権額、延滞債権額、３カ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は94,008百万円で
あります。
　なお、上記１．から４．に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

５．手形割引は、業種別監査委員会報告第24号に基づき金融取引として処理しております。これにより受け
入れた商業手形及び買入外国為替は、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有してお
りますが、その額面金額は、28,297百万円であります。

６．担保に供している資産は次のとおりであります。
担保に供している資産
　有価証券 467,808百万円
　貸出金 3,108百万円
担保資産に対応する債務
　預金 25,777百万円
　売現先勘定 129,016百万円
　借用金 251,162百万円

　上記のほか、為替決済等の取引の担保あるいは先物取引証拠金等の代用として、有価証券21,499百万円
及び預け金221百万円を差し入れております。
　また、その他資産には、保証金2,012百万円、金融商品等差入担保金5,848百万円及び中央清算機関差入
証拠金53,000百万円が含まれております。

７．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場
合に、契約上規定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する
契約であります。これらの契約に係る融資未実行残高は1,783,180百万円であります。このうち契約残存
期間が１年以内のものが1,683,707百万円あります。
　なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが
必ずしも当行並びに連結される子会社及び子法人等の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものでは
ありません。これらの契約の多くには、金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、
当行並びに連結される子会社及び子法人等が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をす
ることができる旨の条項が付けられております。また、契約時において必要に応じて不動産・有価証券等
の担保を徴求するほか、契約後も定期的に予め定めている行内（社内）手続に基づき顧客の業況等を把握
し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。

８．有形固定資産の減価償却累計額 111,389百万円
９．有形固定資産の圧縮記帳額 9,562百万円
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10．「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対する保証
債務の額は、23,245百万円であります。

11．元本補填契約のある信託の元本金額は、金銭信託243百万円であります。
　
（連結株主資本等変動計算書関係）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項
(単位：千株)

当連結会計
年度期首株式数

当連結会計年度
増加株式数

当連結会計年度
減少株式数

当連結会計
年度末株式数 摘要

発行済株式
普通株式 645,129 ― 30,000 615,129 （注）1
合計 645,129 ― 30,000 615,129

自己株式
普通株式 51,304 10,001 30,080 31,225 （注）2、3
合計 51,304 10,001 30,080 31,225

(注)１．発行済株式の株式数の減少30,000千株は、自己株式の消却による減少であります。
　 ２．自己株式の株式数の増加10,001千株は、市場買付10,000千株及び単元未満株式の買取請求1千株による増加でありま

す。
　 ３．自己株式の株式数の減少30,080千株は、消却30,000千株及びストック・オプションの権利行使80千株等による減少で

あります。
　
２．新株予約権に関する事項

区分 新株予約権の内訳 新株予約権の目的
となる株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数（株） 当連結会計
年度末残高
（百万円）

当連結会計
年度期首

当連結会計年度 当連結会
計年度末増加 減少

当行 ストック・オプション
としての新株予約権 ― 323

合計 ― 323
　

３．配当に関する事項
（１）当連結会計年度中の配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日
2018年６月15日
定時株主総会 普通株式 6,532百万円 11円 2018年３月31日 2018年６月18日
2018年11月６日
取締役会 普通株式 6,532百万円 11円 2018年９月30日 2018年12月10日

合計 13,065百万円
　

（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当連結会計年度の末日後となるもの
2019年６月14日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案し

ております。
①配当金の総額 6,422百万円
②１株当たり配当額 11円
③基準日 2019年３月31日
④効力発生日 2019年６月17日
なお、配当原資は、利益剰余金とすることを予定しております。

定時株主総会招集通知別冊Web開示分 （宝印刷）  2019年05月21日 19時44分 $FOLDER; 31ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



― 31 ―

（金融商品関係）
１．金融商品の状況に関する事項
（１）金融商品に対する取組方針

　当行グループは静岡県を主要な営業基盤として銀行業務を中心にリース業務、金融商品取引業務など
の総合金融サービスを提供しております。
　グループの中核となる当行では、お客さまの資金運用ニーズにおこたえするため、円貨預金に加え、
外貨預金、国債、投資信託、個人年金保険などの金融商品を幅広く提供しているほか、個人向けローン
や中小企業向けの貸出業務を通じ、地域のお客さまへの安定的な資金供給に取り組んでおります。

（２）金融商品の内容及びそのリスク
　当行グループが保有する金融資産は、主として国内のお客さまに対する貸出金や、債券、株式などの
有価証券で構成されております。
　貸出金は主として貸出先の債務不履行によってもたらされる信用リスクに晒されています。また、貸
出金の約６割は静岡県内のお客さま向けとなっており、地域経済環境の変化や巨大地震などにより、信
用リスクが集中して発生する可能性を有しております。
　有価証券については安全性や流動性を重視した運用方針のもと、債券、株式、投資信託などを保有し
ております。これらは発行体の信用状態や金利の変動による市場価格の変動リスクに晒されております。
株式などの保有有価証券の価格が下落した場合には減損または評価損の発生により、当行グループの業
績や財務状況に悪影響を及ぼす可能性があります。
　金融負債は、主として国内のお客さまからの預金や、短期金融市場からの調達により構成されており
ます。これらの負債は、当行の格付が低下するなど信用が低下した場合や市場環境の悪化などにより、
資金調達の条件が悪化する、もしくは取引が制約される可能性があります。
　デリバティブ取引は、お客さまの為替や金利に係るリスクヘッジに対応するため、また、当行グルー
プの市場リスクの適切な管理を目的とし、資産・負債の総合管理（ALM）及び個別取引のヘッジに活用
しております。さらに、短期的な売買を行うトレーディング取引を行っております。
　デリバティブ取引の主な種類としては、金利スワップ取引、通貨スワップ取引、債券先物取引などが
あり、金利・為替などの市場の変化により損失が発生する市場リスクや、取引相手方の破綻等により当
初の契約どおりに取引が履行されなくなる信用リスク（カウンター・パーティリスク）を有しておりま
す。また、金融資産、金融負債の間には、金利や期間のミスマッチによる金利変動リスクを内包してお
ります。
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（３）金融商品に係るリスク管理体制
① 統合的リスク管理体制

　当行グループでは、リスク管理の基本方針などを定めた「リスク管理基本規程」のもと、リスクの
定義、リスク管理を行うための組織体制、リスク管理の具体的な手続きなど、基本的枠組みを定め管
理しております。
　また、収益の向上及び健全性の維持のバランスを確保するため、リスク資本配賦による管理体制を
統合的リスク管理の中心として導入しております。
 「リスク資本配賦」とは、リスク限度を経営体力の中で許容できる範囲内に設定することで過大なリ
スクテイクを行わない仕組みであり、中核的な自己資本を配賦原資として各業務執行部署に配賦し、
仮に市場リスクや信用リスクなどが顕在化した場合でも、損失が自己資本の範囲内に収まるようにコ
ントロールしております。

② 信用リスク管理体制
　信用リスクとは、信用供与先の財務状況の悪化等により、貸出金などの回収が困難になることで損
失を被るリスクをいいます。
　貸出資産などの健全性を確保するため、リスク統括部信用リスクグループを信用リスク管理部署と
して国内外の信用リスク全般の管理を行っております。特に信用リスク管理の根幹を成す「債務者格
付制度」を含む内部格付制度については、審査部格付審査グループ（2019年４月１日以後、審査部審
査企画グループ）が「運用」、与信部門（審査部）から機能的に独立した信用リスクグループが制度の

「設計」と「運用の監視」、リスク統括部リスク統括グループが制度の適切性の「検証」を行うことと
し、これらの３部署による相互牽制により内部格付制度が適正に機能する体制を構築しております。
　さらに、信用リスク管理がルールに則って適正に行われているかを、自己査定実施プロセスの検証
などを通じて、監査部が監査する体制としております。
　また、信用リスクグループは、銀行全体の与信ポートフォリオに内在する信用リスクの状況を統計
的手法により計量化し、将来発生する可能性のあるリスク量を把握するほか、大口与信先や特定の業
種への与信集中の状況などをモニタリングし、過大な信用リスクが発生しないようにコントロールを
行っております。
　信用リスクの管理状況については、下記に記載する市場リスクの管理状況、流動性リスクの管理状
況と合わせて、頭取を議長とする月次の「統合リスク・予算管理会議」などを通じて経営に報告する
体制となっております。

③ 市場リスク管理体制
　市場リスクとは、金利や為替、株価などの市場価格の変動により、金融資産・負債の価値が変動し
損失を被るリスクをいいます。
　市場性取引において、リスク資本配賦額や評価損益額のほかに、ポジション額や感応度等に限度を
設けることで、市場リスク量を一定の範囲内にコントロールしております。
　預金・貸出金、投資有価証券を中心としたバンキング勘定の取引については、市場リスク量が一定
範囲に収まるようALMヘッジ基準を定めており、経営企画部事業戦略ALMグループは金利リスクの状
況や金利見通しに基づくALMヘッジの取組方針について、「統合リスク・予算管理会議」において審議
する体制としております。
　市場部門の組織は取引執行部署と事務管理部門とを厳格に分離するとともに、独立したリスク管理
部門を設置し相互牽制体制を確立しております。また、この３部門の牽制体制の有効性を被監査部門
から独立した監査部が検証を行っております。
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④ 流動性リスク管理体制
　流動性リスクには、市場環境の悪化などにより必要な資金が確保できなくなり資金繰りがつかなく
なるリスクや、通常よりも著しく高い金利での資金調達を余儀なくされることにより損失を被るリス
ク（資金繰りリスク）と、債券などの金融商品の売買において市場の混乱などにより取引ができなく
なったり、通常よりも著しく不利な価格での取引を余儀なくされることにより損失を被るリスク（市
場流動性リスク）があります。
　円貨、外貨それぞれの資金繰り管理部門の設置、及び資金繰り管理部門から独立した流動性リスク
管理部門を設置することで相互牽制を図る体制を整備しております。資金繰り管理部門の１つである
資金証券部資金為替グループにおいては、市場調達額が過大とならないように資金調達可能額の範囲
内にコントロールしているほか、市場環境に留意し安定的な資金繰りに努めております。また、流動
性リスク管理部門であるリスク統括グループでは、資金化可能な高流動性資産の保有状況を含めた資
産負債構造の安定性評価や資金繰りポジションの状況のほか、資金繰り管理部門の管理状況などをモ
ニタリングしております。
　また、不測の事態への対応として、非常時の資金繰り管理を「第１フェーズ（予防的段階）」、「第２
フェーズ（要注意段階）」、「第３フェーズ（流動性懸念段階）」及び「第４フェーズ（流動性枯渇段
階）」の４区分に設定し、各フェーズにおける権限者、対応策をあらかじめ定め、速やかに対処できる
体制を整備しております。
　市場流動性リスクについては、流動性リスク管理部門が高流動性資産の保有状況を適時モニタリン
グしているほか、フロントオフィスにおいては流動性を考慮した上での運用資産の選定や、銘柄・期
間別の限度枠設定などにより対応しております。

（４）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価
額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条件などを採用しているため、異なる前
提条件などによった場合、当該価額が異なることもあります。
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２．金融商品の時価等に関する事項
　2019年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりであります。
なお、時価を把握することが極めて困難と認められる非上場株式等は、次表には含めておりません（（注
２）参照）。また、「連結貸借対照表計上額」の重要性が乏しい科目については注記を省略しております。

（単位：百万円）
連結貸借対照表

計上額 時 価 差 額
（１）現金預け金 1,221,342 1,221,342 ―
（２）コールローン及び買入手形 270,212 270,212 ―
（３）特定取引資産

売買目的有価証券 29,690 29,690 ―
（４）有価証券

満期保有目的の債券 45,041 45,256 215
その他有価証券 1,321,400 1,321,400 ―

（５）貸出金 8,531,914
　貸倒引当金（＊１） △38,506

8,493,408 8,529,239 35,831
資産計 11,381,095 11,417,141 36,046

（１）預金 9,804,114 9,804,296 181
（２）譲渡性預金 115,209 115,209 △0
（３）コールマネー及び売渡手形 168,834 168,834 ―
（４）売現先勘定 129,016 129,016 ―
（５）債券貸借取引受入担保金 ― ― ―
（６）借用金 282,839 282,552 △287

負債計 10,500,015 10,499,909 △106
デリバティブ取引（＊２）

ヘッジ会計が適用されていないもの 1,421 1,421 ―
ヘッジ会計が適用されているもの 892 892 ―

デリバティブ取引計 2,314 2,314 ―
（＊１）貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。
（＊２）特定取引資産・負債及びその他資産・負債に計上しているデリバティブ取引を一括して表示しております。デリバティ

ブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しております。なお、金利スワップの特例処理を適用するものはヘ
ッジ対象取引と一体で評価するためデリバティブ取引から控除しております。
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（注１）金融商品の時価の算定方法

資 産（＊３）
（１）現金預け金

　満期のない預け金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価と
しております。満期のある預け金についても、すべて約定期間が短期間（１年以内）であり、時価
は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。

（２）コールローン及び買入手形
　すべて約定期間が短期間（１年以内）であり、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳
簿価額を時価としております。

（３）特定取引資産
　特定取引目的で保有している債券等の有価証券については、取引所の価格又は取引金融機関から
提示された価格等によっております。

（４）有価証券
　株式は取引所の価格、債券は取引所の価格又は取引金融機関から提示された価格によっておりま
す。投資信託は、公表されている基準価格によっております。自行保証付私募債は、受取保証料を
反映させるなど所定の調整を行ったうえで下記（５）貸出金の算定方法に準じて時価を算定してお
ります。

（５）貸出金
　貸出金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利が反映されるため、貸出先の信用状態
が実行後大きく異なっていない限り、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時
価としております。
　固定金利によるものは、貸出金の種類、内部格付、担保・保証の状況、期間に基づく区分ごとに
元利金の将来キャッシュ・フローを同様の新規貸出を行った場合に想定される利率、または市場金
利等に内部格付に応じた信用コスト率、経費率を上乗せした利率で割り引いた現在価値を時価とし
ております。なお、約定期間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似していること
から、当該帳簿価額を時価としております。
　また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、担保及び保証による回収
見込額等に基づいて貸倒見積高を算定しているため、時価は連結決算日における連結貸借対照表上
の債権等計上額から貸倒引当金計上額を控除した金額に近似しており、当該価額を時価としており
ます。
　貸出金のうち、当該貸出を担保資産の範囲内に限るなどの特性により、返済期限を設けていない
ものについては、返済見込み期間及び金利条件等から、時価は帳簿価額と近似しているものと想定
されるため、帳簿価額を時価としております。
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負 債（＊３）
（１）預金、及び（２）譲渡性預金

　要求払預金については、連結決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時価とみなしてお
ります。また、定期預金及び譲渡性預金の時価は、一定の期間ごとに区分して、将来のキャッシュ･
フローを新規に預金を受け入れる際に使用する利率で割り引いて現在価値を算定しております。
　なお、預入期間が短期間（１年以内）のもの及び変動金利のものは、時価は帳簿価額と近似して
いることから、当該帳簿価額を時価としております。

（３）コールマネー及び売渡手形、（４）売現先勘定、及び（５）債券貸借取引受入担保金
　すべて約定期間が短期間（１年以内）であり、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳
簿価額を時価としております。

（６）借用金
　借用金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当行並びに連結され
る子会社及び子法人等の信用状態は実行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似
していると考えられるため、当該帳簿価額を時価としております。固定金利によるものは、一定の
期間ごとに区分して、将来のキャッシュ・フローを同様の借入において想定される利率で割り引い
て現在価値を算定しております。なお、約定期間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額
と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。

デリバティブ取引
　デリバティブ取引は、金利関連取引（金利先物、金利オプション、金利スワップ等）、通貨関連取引

（通貨先物、通貨オプション、通貨スワップ等）、債券関連取引（債券先物、債券先物オプション等）な
どであり、取引所の価格、割引現在価値やオプション価格計算モデル等により算出した価額によってお
ります。

（＊３）金利スワップの特例処理を適用したヘッジ対象取引は、当該金利スワップと一体の取引として扱っております。また、
将来のキャッシュ・フローを割り引いて現在価値を算定するものについて、算定日における経過勘定（未払利息・未収利
息等）を勘案後の時価としております。

（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品の連結貸借対照表計上額は次のとおりで
あり、金融商品の時価情報の「資産（４）その他有価証券」には含まれておりません。

（単位：百万円）
区分 連結貸借対照表計上額

非上場株式（＊１）（＊２） 6,306
組合出資金等（＊３） 12,538

合計 18,844
（＊１）非上場株式については、市場価格がなく時価を把握することが極めて困難と認められることから、時価開示の対象とは

しておりません。
（＊２）当連結会計年度において、非上場株式について２百万円減損処理を行っております。
（＊３）組合出資金のうち、組合財産が非上場株式など時価を把握することが極めて困難と認められるもので構成されているも

のについては、時価開示の対象とはしておりません。また、非連結子会社等への出資金2,419百万円等を含んでおります。
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（税効果会計関係）
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ次のとおりであります。

繰延税金資産
　貸倒引当金 11,560百万円
　退職給付に係る負債 5,976
　有価証券償却 6,512
　その他 9,019
繰延税金資産小計 33,068
評価性引当額 △7,335
繰延税金資産合計 25,733
繰延税金負債
　その他有価証券評価差額金 △79,633
　退職給付信託設定益 △5,201
　退職給付信託返還有価証券 △2,809
　その他 △1,755
繰延税金負債合計 △89,400
繰延税金負債の純額 △63,667百万円

（１株当たり情報）
１株当たりの純資産額 1,738円53銭
１株当たりの親会社株主に帰属する当期純利益金額 79円31銭
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（ストック・オプション等関係）
１．ストック・オプションにかかる当連結会計年度における費用計上額及び科目名

営業経費 44百万円
２．ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況

（１）ストック・オプションの内容
2007年ストック・オプション 2008年ストック・オプション 2009年ストック・オプション 2010年ストック・オプション 2011年ストック・オプション 2012年ストック・オプション

付与対象者の区分及び人数 当行の取締役 ８名 当行の取締役 ８名 当行の取締役 ８名 当行の取締役 ８名 当行の取締役 ８名 当行の取締役 ８名

株式の種類別のストック
・オプションの数(注)

普通株式
67,000株

普通株式
66,000株

普通株式
89,000株

普通株式
100,000株

普通株式
100,000株

普通株式
100,000株

付 与 日 2007年７月27日 2008年７月18日 2009年７月24日 2010年７月23日 2011年７月22日 2012年７月24日

権 利 確 定 条 件
権 利 確 定 条
件 は 定 め て
いない

同左 同左 同左 同左 同左

対 象 勤 務 期 間
対 象 勤 務 期
間 は 定 め て
いない

同左 同左 同左 同左 同左

権 利 行 使 期 間 2007年７月28日から
2032年７月27日まで

2008年７月19日から
2033年７月18日まで

2009年７月25日から
2034年７月24日まで

2010年７月24日から
2035年７月23日まで

2011年７月23日から
2036年７月22日まで

2012年７月25日から
2037年７月24日まで

　
2013年ストック・オプション 2014年ストック・オプション 2015年ストック・オプション 2016年ストック・オプション 2017年ストック・オプション 2018年ストック・オプション

付与対象者の区分及び人数 当行の取締役 ８名 当行の取締役 ８名 当行の取締役 ７名 当行の取締役 ７名 当行の取締役 ７名 当行の取締役 ７名

株式の種類別のストック
・オプションの数(注)

普通株式
88,000株

普通株式
92,000株

普通株式
37,000株

普通株式
50,000株

普通株式
50,000株

普通株式
50,000株

付 与 日 2013年７月23日 2014年７月22日 2015年７月21日 2016年７月19日 2017年７月18日 2018年７月17日

権 利 確 定 条 件
権 利 確 定 条
件 は 定 め て
いない

同左 同左 同左 同左 同左

対 象 勤 務 期 間
対 象 勤 務 期
間 は 定 め て
いない

同左 同左 同左 同左 同左

権 利 行 使 期 間 2013年７月24日から
2038年７月23日まで

2014年７月23日から
2039年７月22日まで

2015年７月22日から
2040年７月21日まで

2016年７月20日から
2041年７月19日まで

2017年７月19日から
2042年７月18日まで

2018年７月18日から
2043年７月17日まで

（注）株式数に換算して記載しております。
　

定時株主総会招集通知別冊Web開示分 （宝印刷）  2019年05月21日 19時44分 $FOLDER; 39ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



― 39 ―

（２）ストック・オプションの規模及びその変動状況
・ストック・オプションの数

2007年ストック・オプション 2008年ストック・オプション 2009年ストック・オプション 2010年ストック・オプション 2011年ストック・オプション 2012年ストック・オプション
権 利 確 定 前
　前連結会計年度末 ― ― ― ― ― ―

　付 与 ― ― ― ― ― ―
　失 効 ― ― ― ― ― ―
　権 利 確 定 ― ― ― ― ― ―
　未 確 定 残 ― ― ― ― ― ―
権 利 確 定 後
　前連結会計年度末 18,000株 18,000株 27,000株 38,000株 41,000株 44,000株

　権 利 確 定 ― ― ― ― ― ―
　権 利 行 使 5,000株 5,000株 7,000株 11,000株 14,000株 14,000株
　失 効 ― ― ― ― ― ―
　未 行 使 残 13,000株 13,000株 20,000株 27,000株 27,000株 30,000株

2013年ストック・オプション 2014年ストック・オプション 2015年ストック・オプション 2016年ストック・オプション 2017年ストック・オプション 2018年ストック・オプション
権 利 確 定 前
　前連結会計年度末 ― ― ― ― 50,000株 ―

　付 与 ― ― ― ― ― 50,000株
　失 効 ― ― ― ― ― ―
　権 利 確 定 ― ― ― ― 50,000株 ―
　未 確 定 残 ― ― ― ― ― 50,000株
権 利 確 定 後
　前連結会計年度末 34,000株 60,000株 26,000株 36,000株 ― ―

　権 利 確 定 ― ― ― ― 50,000株 ―
　権 利 行 使 12,000株 12,000株 ― ― ― ―
　失 効 ― ― ― ― ― ―
　未 行 使 残 22,000株 48,000株 26,000株 36,000株 50,000株 ―

　

・単価情報
2007年ストック・オプション 2008年ストック・オプション 2009年ストック・オプション 2010年ストック・オプション 2011年ストック・オプション 2012年ストック・オプション

権 利 行 使 価 格 1円 1円 1円 1円 1円 1円
行 使 時 平 均 株 価 1,054円 1,054円 1,054円 1,054円 1,054円 1,054円
付 与 日 に お け る
公正な評価単価(注) 1,153円 1,057円 875円 704円 709円 743円

　

2013年ストック・オプション 2014年ストック・オプション 2015年ストック・オプション 2016年ストック・オプション 2017年ストック・オプション 2018年ストック・オプション
権 利 行 使 価 格 1円 1円 1円 1円 1円 1円
行 使 時 平 均 株 価 1,054円 1,054円 ― ― ― ―
付 与 日 に お け る
公正な評価単価(注) 1,135円 1,079円 1,351円 730円 899円 888円

（注）１株当たりに換算して記載しております。
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３．ストック・オプションの公正な評価単価の見積方法
当連結会計年度において付与された2018年ストック・オプションについての公正な評価単価の見積方法

は次のとおりであります。
（１）使用した評価技法 ブラック・ショールズ式
（２）主な基礎数値及び見積方法

2018年
ストック・オプション

株価変動性(注1) 30.8％
予想残存期間(注2) 4年
予想配当(注3) 21.0円／株
無リスク利子率(注4) △0.115％
(注）１．予想残存期間４年に対応する期間（2014年７月から2018年７月まで）の株価実績に基づき算定しております。

２．過去10年間に退任した取締役の退任時年齢の平均と現取締役の現在年齢の平均との差を予想残存期間とする方
法で見積もっております。

３．2018年３月期の配当実績
４．予想残存期間に対応する国債の利回り

　
４．ストック・オプションの権利確定数の見積方法

　基本的には、将来の失効数の合理的な見積りは困難であるため、実績の失効数のみ反映させる方法を
採用しております。
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